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はじめに

当センターでは平成２０年１２月より、従来の 日母
分類に加え、ベセスダシステムを併用し、判定を
行っている。

今回、平成２１年５月から１０月までの６ヶ月間に
提出された子宮頸腟部細胞診７,９８５件を対象とし、
ベセスダシステム判定と日母分類の比較、また
ＡＳＣ－ＵＳの細胞像について検討を行ったので報
告する。





当施設における検体不適正標本当施設における検体不適正標本

総総 検検 体体 数：７９８５件数：７９８５件

検体不適正数検体不適正数 ：３１４件：３１４件( ( ３３..９％９％ ))

主な理由主な理由 ①乾燥変性①乾燥変性

②細胞数が少ない②細胞数が少ない

③細胞判定を阻害する炎症性細胞③細胞判定を阻害する炎症性細胞

※※標本の破損等による検体不適正は０件標本の破損等による検体不適正は０件



子宮頸管腺上皮細胞採取率子宮頸管腺上皮細胞採取率

対象：対象：2020--3939歳婦人歳婦人

綿棒採取
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採取方法別診断成績（09/4/16～10/4/13 子宮頚腟部細胞診）



ベセスダシステム判定による細胞診断内訳
（平成21年5月～10月）

ベセスダシステム判定 件数 ％

NILM 7264 94.7

ASC-US 180 2.3

ASC-H 12 0.2

LSIL 162 2.1

HSIL 52 0.7

SCC 1 0.01

計 7671件 100％



ベセスダシステム判定 ： ASC-US 180 件内訳

組織診断 件数 ％

No dysplasia 41 43.6

Mild dysplasia 49 52.1

Moderate dysplasia 4 4.3

Severe dysplasia 0 0

Carcinoma in Situ 0 0

計 94件 100％
＊組織提出なし：86件（47.8％）

細胞診断と組織診断の比較



細胞診断と組織診断の比較

ベセスダシステム判定 ： ASC-H 12 件内訳

組織診断 件数 ％

No dysplasia 1 12.5

Mild dysplasia 3 37.5

Moderate dysplasia 3 37.5

Severe dysplasia 1 12.5

Carcinoma in Situ 0 0

計 8件 100％
＊組織提出なし：4件（33.3％）



＊組織提出なし：74件（45.7％）

組織診断 件数 ％

No dysplasia 21 23.9

Mild dysplasia 49 55.7

Moderate dysplasia 16 18.2

Severe dysplasia 2 2.3

Carcinoma in Situ 0 0

計 88件 100％

細胞診断と組織診断の比較

ベセスダシステム判定 ： LSIL 162 件内訳



＊組織提出なし：10件（19.2％）

細胞診断と組織診断の比較

ベセスダシステム判定 ： HSIL 52 件内訳

組織診断 件数 ％

No dysplasia 5 11.9

Mild dysplasia 9 21.4

Moderate dysplasia 12 28.6

Severe dysplasia 10 23.8

Carcinoma in Situ 6 14.3

計 42件 100％
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ベセスダシステムベセスダシステム20012001
異型扁平上皮細胞異型扁平上皮細胞ASCASC--USUSの細胞像の細胞像

中層扁平上皮細胞核の中層扁平上皮細胞核の２２..５５～～３３倍倍

N/CN/C比はやや上昇比はやや上昇

軽度核濃染軽度核濃染

軽度核形不整軽度核形不整

コイロサイト、パラケラサイトコイロサイト、パラケラサイト



ASCASC--USUSの細胞像の細胞像

×１００ ×１００

×１００ ×１００



当施設の当施設のASCASC--USUS診断基準（私案）診断基準（私案）

組織像を念頭においた（意識した）細胞判定組織像を念頭においた（意識した）細胞判定

・核肥大が軽度な異型細胞の場合、標本全体の出現量により判断・核肥大が軽度な異型細胞の場合、標本全体の出現量により判断

・強い異型細胞が出現していても、出現数がごく少数の場合・強い異型細胞が出現していても、出現数がごく少数の場合

・・koilocytosiskoilocytosisを伴う場合、核異型を伴っていない場合でもを伴う場合、核異型を伴っていない場合でもASCASC--USUSと判定と判定

・・ParakeratosisParakeratosisを伴う場合、集塊で出現もしくは核異型の程度が条件を伴う場合、集塊で出現もしくは核異型の程度が条件

・閉経後の萎縮性標本に出現する異型細胞に関しては少し控え目の診断・閉経後の萎縮性標本に出現する異型細胞に関しては少し控え目の診断

・扁平上皮化生細胞から移行している異型細胞に関しては核異型を重視・扁平上皮化生細胞から移行している異型細胞に関しては核異型を重視



当施設におけるASC-USの細胞像

１）核肥大が軽度でdysplastic cellと正常扁平上皮細胞との鑑別が
難しい ( 60 件 ・・・ 33.3% )

２） ParakeratosisやKoilocytosisを伴うが核異型が軽度

（40 件 ・・・ 22.2% )

３）核肥大細胞を認めるがdysplastic cellとmetaplastic cellとの

鑑別が難しい （27 件 ・・・ 15.0% ）

４）変性による核肥大とdysplastic cellの鑑別が難しい

(23 件 ・・・ 12.8% )

５） 異型細胞が少ない ( 30 件 ・・・ 16.7% )

ベセスダシステム判定 ： ASC-US １８０件内訳



核肥大が軽度でdysplastic cellと正常扁平上皮細胞との鑑別が難しい

×１００

×１００

ASC-US 60  / 180 件 （ 33.3% ）

×１００

組織診断 件数 ％

No dysplasia １４ ３９

Dysplasia ２２ ６１

計 ３６ １００％



ParakeratosisやKoilocytosisを伴うが核異型が軽度

×１００

×１００

×１００

ASC-US 40 / 180 件 （ 22.2 % ）

組織診断 件数 ％

No dysplasia １２ ４８

Dysplasia １３ ５２

計 ２５ １００％



dysplastic cellとmetaplastic cellとの鑑別が難しい

×１００ ×１００

ASC-US 27  / 180 件 （ 15.0% ）

組織診断 件数 ％

No dysplasia ４ ４０

Dysplasia ６ ６０

計 １０ １００％



変性による核肥大とdysplastic cellの鑑別が難しい

×１００

×１００

×１００

ASC-US 23  / 180 件 （ 12.8 % ）

組織診断 件数 ％

No dysplasia ４ ３６

Dysplasia ７ ６４

計 １１ １００％



異型細胞が少ない

×１００

×１００

ASC-US ３０ / １８０ 件 （ 16.7 % ）

組織診断 件数 ％

No dysplasia ７ ５８

Dysplasia ５ ４２

計 １２ １００％



4 (4.3%)49 (52.1%)41 (43.6%)94180計

05 (41.7%)7 (58.3%)1230⑤

07 (63.6%)4 (36.4%)1123④

06 (60%)4 (40%)1027③

2 (8%)11 (44%)12 (48%)2540②

2 (5.5%)20 (55.6%)14 (38.9%)3660①

Moderate 
dysplasia

Mild 
dysplasia

No 
dysplasia

提出された組織結果

組織提出母数細胞像

組織が提出されたASC-US ９４例の内訳
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日母分類とベセスダシステム判定の比較

日母分類
（平成２０年５月～１０月）

ベセスダシステム判定
（平成２１年５月～１０月）

ClassⅢa ４.１％
ASC-US ２.３％

４.４％
LSIL ２.１％

ClassⅢ ０.６％

０.８１％
ASC-H

HSIL

０.２％

０.７％
０.９％ClassⅢb ０.１７％

ClassⅣ ０.０４％
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細胞パターン１細胞パターン１
核肥大が軽度でｄｙｓｐｌａｓｔｉｃ核肥大が軽度でｄｙｓｐｌａｓｔｉｃ ｃｅｌｌと正常細胞との鑑別ｃｅｌｌと正常細胞との鑑別

00020000AGC

00000000CIS

00000000Severe dys

02370844Moderate dys

02030812ASC-H

1761510296131Mild dysplasia

2020212327333273ASC-US

291926165815235NILM

case35case31case22case17case10case08case06case02



細胞パターン２細胞パターン２
paraketosisparaketosisややkoilocytosiskoilocytosisを伴う軽度核異型細胞を伴う軽度核異型細胞

010100000000000AGC

000100000000000CIS

000001000000000Severe dys

407249069030000Moderate dys

123310032000104ASC-H

271214211928822172834341389Mild dysplasia

112218243117262226363244416066ASC-US

3973122226622404536NILM

case
38

case
37

case
32

case
29

case
28

case
26

case
25

case
23

case
21

case
20

case
16

case
12

case
09

case
05

case
04



細胞パターン３細胞パターン３
ｄｙｓｐｌａｓｔｉｃｄｙｓｐｌａｓｔｉｃ ｃｅｌｌとｍｅｔａｐｌａｓｔｉｃｃｅｌｌとｍｅｔａｐｌａｓｔｉｃ ｃｅｌｌとの鑑別ｃｅｌｌとの鑑別

000000000AGC

000000000CIS

000000000Severe dys

1600421114Moderate dys

010141433ASC-H

71314123113811Mild dysplasia

142330363923284047ASC-US

27134229195382736NILM

case34case24case19case18case15case14case13case11case07



細胞パターン４細胞パターン４
変性による核肥大とｄｙｓｐｌａｓｔｉｃ変性による核肥大とｄｙｓｐｌａｓｔｉｃ ｃｅｌｌとの鑑別ｃｅｌｌとの鑑別

1000040AGC

2000000CIS

9010230Severe dys

65604235Moderate dys

2124014131ASC-H

325251763Mild dysplasia

5201521183479ASC-US

0161928103115NILM

case41case40case36case33case27case03case01
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Case0Case00202 5050歳歳 子宮膣部子宮膣部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 3535

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 7373

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 3131

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 22

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 44

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

核肥大が軽度でdysplastic cellと
正常扁平上皮細胞との鑑別が
難しい

組織診断：Mild dysplaisa



Case010Case010 4444歳歳 子宮頸部子宮頸部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 5858

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 2727

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 5858

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 00

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

核肥大が軽度でdysplastic cellと
正常扁平上皮細胞との鑑別が
難しい

組織診断:Chronic cervicitis



Case0Case00404 5050歳歳 子宮膣部子宮膣部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 3636

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 6666

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 99

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 44

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

ParakeratosisやKoilocytosis
を伴うが核異型が軽度

組織診断：Mild dysplaisa



Case0Case00099 3939歳歳 子宮頸部子宮頸部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 4040

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 4141

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 1313

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 11

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

ParakeratosisやKoilocytosis
を伴うが核異型が軽度

組織診断：Mild dysplaisa



Case012Case012 2828歳歳 子宮膣部子宮膣部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 22

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 4444

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 3434

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 00

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

ParakeratosisやKoilocytosis
を伴うが核異型が軽度

組織診断：Mild dysplaisa



Case029Case029 5252歳歳 子宮膣部子宮膣部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 33

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 2424

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 2121

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 33

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 22

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                1CIS                                1

ＡＧＣＡＧＣ 11

ParakeratosisやKoilocytosis
を伴うが核異型が軽度

Mild Mild dysplaisadysplaisa



Case007Case007 6262歳歳 子宮膣部子宮膣部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 3636

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 4747

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 1111

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 33

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 44

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

dysplastic cellとmetaplastic
cellとの鑑別が難しい

組織診断：Mild dysplaisa



Case013Case013 2727歳歳 子宮膣部子宮膣部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭ 38

ＡＳＣ－ＵＳ 28

Ｍｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａ 13

ＡＳＣ－Ｈ 4

Ｍｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａ 1

Ｓｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａ 0

CIS                                0

ＡＧＣ 0

dysplastic cellとmetaplastic
cellとの鑑別が難しい

Mild to moderateMild to moderate
dysplasiadysplasia



Case0Case00101 5252歳歳 子宮頸部子宮頸部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 1515

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 7979

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 6363

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 11

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 55

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

変性による核肥大とdysplastic 
cellの鑑別が難しい

組織診断：Mild dysplaisa



Case033Case033 4343歳歳 子宮腟部子宮腟部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 2828

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 2121

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 22

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 00

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

変性による核肥大とdysplastic 
cellの鑑別が難しい

組織診断:Chronic cervicitis



Case003Case003 5757歳歳 子宮腟部子宮腟部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 3131

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 3434

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 1717

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 1313

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 2323

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 33

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 44

変性による核肥大とdysplastic 
cellの鑑別が難しい

組織診断：Mild dysplaisa



Case030Case030 4747歳歳 子宮頸部子宮頸部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 22

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 1212

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 3434

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 00

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 66

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

異型細胞が少ない

組織診断:Chronic cervicitis



Case039Case039 4343歳歳 子宮膣部子宮膣部 スパーテルスパーテル

ＮＩＬＭＮＩＬＭ 00

ＡＳＣ－ＵＳＡＳＣ－ＵＳ 2626

ＭｉｌｄＭｉｌｄ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 1818

ＡＳＣ－ＨＡＳＣ－Ｈ 00

ＭｏｄｅｒａｔｅＭｏｄｅｒａｔｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

ＳｅｖｅｒｅＳｅｖｅｒｅ ｄｙｓｐｌａｓｉａｄｙｓｐｌａｓｉａ 00

CIS                                0CIS                                0

ＡＧＣＡＧＣ 00

異型細胞が少ない

組織診断:Chronic cervicitis



まま とと めめ

核肥大が軽度で正常細胞と紛らわしい細胞において、出現する異型核肥大が軽度で正常細胞と紛らわしい細胞において、出現する異型

細胞量や核形不整に細胞量や核形不整に主眼をおき主眼をおきASCASC--USUS、、LSILLSILと判定する傾向がと判定する傾向が

あったあった

閉経後の萎縮標本上に出現する異型細胞において閉経後の萎縮標本上に出現する異型細胞において、、判定が判定がNILMNILM～～

HSILHSILまで広くばらつく傾向があったまで広くばらつく傾向があった

Ｋｏｉｌｏｃｙｔｏｓｉｓを認める細胞はＫｏｉｌｏｃｙｔｏｓｉｓを認める細胞はASCASC--USUS、、LSILLSILと判定していたと判定していた

Ｐａｒａｋｅｒａｔｏｓｉｓはｋｏｉｌｏｃｙｔｏｓｉｓ程ではないがＰａｒａｋｅｒａｔｏｓｉｓはｋｏｉｌｏｃｙｔｏｓｉｓ程ではないがASCASC--USUS、、LSILLSILと判定と判定

していたしていた

扁平上皮化生細胞と紛らわしい異型細胞はＮＩＬＭ、扁平上皮化生細胞と紛らわしい異型細胞はＮＩＬＭ、ASUASU--USUSと判定と判定

していたしていた


